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今日の発表内容

１．法尻補強工法「ソルコマット」の概要

２．活用の効果（コスト、工程等）

３．従来技術との比較

４．活用実績
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

「ソルコマット」とは

• 強くて耐久性のある合成繊
維から作られたフィルターク
ロスの上に、独特な形をした
コンクリートブロックを接着
剤にて固定したものです。

• 各ブロックは個別にフィルタ
ークロスに接着固定されて
おり、各々が間隔を保って
連結しています。従って極め
て可撓性があり、凹凸のあ
る法面にもフレキシブルに
順応します。 3

1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 本技術は、合成繊維製フィルタークロスと高重量コンク
リートブロックを一体化させたマット状製品を用いる法
尻補強工法である。従来は大型連節ブロックで対応し
ていた。本技術の活用により、広範囲を一度に施工す
ることが可能となるため工期短縮及び施工性の向上が
図れる。
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 法尻補強工法「ソルコマット」ではブロック重量を180kg/
㎡以上と設定しており、ソルコマット通常型重量125kg/
㎡を改善している。
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 法尻補強工法「ソルコマット」の主な適用範囲は河川堤
防の裏法尻箇所の保護（河川堤防越流時対策）です。
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 平成27年12月に国土交通省 水管理・国土保全局から

「水防災意識社会 再構築ビジョン」が提唱されました。
主な内容は豪雨に対する対策として、全ての直轄河川
とその沿川市町村において、水防災意識社会を再構築
する取組を行うことでした。この中で危機管理型ハード
対策として、河川堤防の越水等が発生した場合でも、
決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を
工夫する対策の推進が提唱されました。いわゆる「粘り
強い構造の堤防の整備」を目指すものです。
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 平成29年度、30年度の土木学会中部支部会、令和元

年度の土木学会全国大会で法尻補強工法「ソルコマッ
ト」の研究報告を実施しており、平成30年度土木学会

中部支部会研究発表会では優秀発表賞を受賞しまし
た。
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1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 令和元年9月茨城県つくば市の防災科学技術研究所
敷地にて河川堤防越流の実物大実験を実施しました。

9

1.法尻補強工法「ソルコマット」の概要

• 法尻補強工法「ソルコマット」の研究実験によって、河
川堤防破堤に対して、「引き延ばし効果あり」、「効果大
」のランク同等の結果があることを確認しております。
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２．活用の効果（コスト、工程等）

新技術：法尻補強工法「ソルコマット」

従来技術：連節ブロック張（ブロック重量150㎏/個未満）

価格は令和3年度 東京地区単価を設定して算出
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２．活用の効果（コスト、工程等）

従来技術では透水のための砕石層が必要であるという課
題があったが、新技術では透水性の高い合成繊維フィル
タークロスを使用することにより砕石層が不要となるため
、工期短縮および施工性の向上が図れます。
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３．従来技術との比較

• 施工手順の比較（従来技術/新技術）
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３．従来技術との比較

• 工法比較（新技術/従来技術）
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３．従来技術との比較

• 工法比較（新技術/従来技術）

項 目
重量型ブロックマット工

法尻補強ソルコマット　基礎工（重量型t=120）
法尻補強ブロック(大型連接ブロック）

ブ ロ ッ ク 重
量 7.2㎏/個（180㎏/m2） 188㎏/個（313kgf/m2）

重 量 180kgf/m
2

313kgf/m
2

直 工 費 約9,145円/㎡ 約10,575円/㎡

施 工 性
・砕石層が不要なため工期が短縮でき、掘削量も少ない。

・標準は幅1.2m×長さ2mが1枚のマットになっており、敷設手間が少ない。
・砕石層を必要とし投入転圧の手間がかかり、掘削量も多い。

・㎡使用ブロック個数１．６７個と相対的に多く、敷設に手間がかかる。

施 工 速 度
１７４ m2/日

クレーン機能付きバックホウによる施工
３９m2/日

トラッククレーンによる施工

基 礎 工 張り出しまたは基礎工 張り出しまたは基礎工
裏 込 め 材 不要だが法面成形必要 必要

カ ーブ 施工
・1個1個のブロックが小さいため曲線部のマット同士の隙間が少

ない。
・1個1個のブロックが大きく曲線部のブロック間の隙間が大きくな

り現場打ちが多くなる。

環 境 調 和
・ソルコブロックは明度が4.5程度と低く、周辺の自然環境

になじみやすい。
・普通コンクリートのため明度が高く、周辺環境になじみに

くい。
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４．活用実績

工事名：堤防強化事業 土器川工事

発注者：国土交通省 四国地方整備局

香川河川国道事務所 土器川出張所
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４．活用実績
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４．活用実績
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４．活用実績

工事名：庄込地区堤防強化工事

発注者：国土交通省 九州地方整備局

川内川河川事務所
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４．活用実績
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４．活用実績
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４．活用実績

工事名：牛津川堤防強化工事

発注者：国土交通省 九州地方整備局

武雄河川事務所
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４．活用実績
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４．活用実績
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